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保証書 



製品名 SMART SHOTBF 

ご醒入年月曰 年 

巧 

曰 

お名前 

様 TEL 



ご住所 



店を印 


Printed in Indonesia FGS-204112-003 


製品保証規定 


1. 保亞の内容 

ご睛入を1年な內に万一この製品び故障したとを 
は、この保記書を添えてご購入店または富±フイ 
ルムサービスステーションにお届けください。巧 
料で修理いたします。 

なお、お届けいただ< 際の運賃などの請養用は、お 
客様にてご負担願います。また，お貢い上げ店と 
弊な間の運賃請掛か D につをましては、通常の輸 
送方法と異なるち法をとった場合（定期便 LU かを使 
用した場合)は一部ご負担いただく場合びあります。 

2. 次の場合は保証期間巧でを上記1 . の保証規定は適 
用されません（修理可能の場合は有料で修理をお引 
を受けします)。 

イ.修理ご巧頼の際、保証書の提示または添付のな 
いちの。 

□.保亞書にご廣入年月日、版売店るび記入されて 
いない場合、または記載事頂を訂正された場合。 
八.富±フイルムサービスステーションしソ列で分南、 
修理されたをの。 

二.火災、地震、風水害などの天がによる損傷、巧障。 
ホ.お取扱上の不注意(使用説明書け列の誤操作、落 
下、衝撃、水挂め、 D、 砂-おの付着、カメラ內 


部への水•砂-あの入 D 込みなど)、保管上の不 
備（高温を湿やナフタ U ン、しよラのラの入っ 
た場所での保管)、お手入れの不備（かび発生な 
ど）により生じた故障。 

へ.本体に付帯している付属品類（ストラップなど） 
および消窝品（電池類など)。 

卜.前記しツかで薛社の責に帰すことのでをない原因 
により生じた故障。 

チ.各部点検、精密検査、分巧掃除などを特別に巧 
頼されたをの。 

3. 本製品に対する保面は前記の範囲に限6れます。 
本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した 
諸養用、撮影によって得るであろラ利なの損失、 
精神的な損害など）の補償には応じかねます。 

4. 本保罰書は日本国内においてのみ有効です。 

■ごを意 

1. 本保亞書は前記の保証規定によ D 無料修理をお約 
まするもので、これによ0お客様の法律上の権利 
を制限するをのではあ D ません。 

2. 本保扭書の表おについてご不明の点は、使用説日月 
書、カタ□グなどに記載さむている巧社カメラ事 
業部営業部かお近<の富±フイルム営業所や富± 
フイルムサービスステーシヨンにお問い合わはく 
ださい。 


このぶラなとさは 

■操作中このよラなとさは… 

このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

シャッターび切れな 
い。 

①フィルムび巻き上がってい 
ますか。 

霞レンズカ；（一び閉まってい 
ませんか。 

①フィルム巻き上げノブび止まる 
まで巻を上げてください。 

霞レンズカバーを開けてください。 

フィルム巷き上げノ 
ブび動かない。 

① すでにフィルムびきき上びっ 
てんませんが。 

② 最後の 1 コマを撮影し終わっ 
ていませんか。 

① そのまま撮影してください。 

② フィルムを巻き戻して新ししロィ 
ルムを入れてください。 

巻を戻しびでさない。 

① Q ゴボタンを押しています 
か。 

霞フィルムきき戻しクランク 
を間違った方向に回してい 
ませんか。 

① Q だボタンを巧しなびら、フィ 
ルム巻さ戻しクランクを回して 
<ださい。 

③正しいち向（矢印の方向）に回し 
て < ださい。 

フラッシュび発光し 
なし、。 

①フラッシュ発光 0K ランプ 
び消打していませんか。 

⑨フラッシュスイッチの位置 
び間違っていませんか。 

③電池び正しく入っています 
か。 

① フラッシュ発光日 K ランプび点 
滅するまでお待ちください。 20 
砂な上かかる場合は電池を交換 
して < ださし)。 

② 正しい位置に合わせてくださし 1 。 

⑤電池を正しく入れてください。 

裏ぶたび閉ま 5 ない。 

♦フィルムび浮き上びってい 
ませんか。 

♦フィルムび浮き上びらないよラ 
にして < ださい。 

フィルムを巻さ戻し 
終わってを、フィル 
ムカウンターび" S " 
にな 5 なし)。 

♦スフ□ケットに触りません 
でしたか。 

♦フィルムを最媛まで巻さ上 
げずに途中で取り出しませ 
んでしたか。 

♦ Q だボタンを巧しなびらスフ n 
ケットをちに回して、フィルム 
カウンターを " s " に戻してくだ 
さし、。 

■プ IJ ントびこのよラなとさは… 

このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

画面びぼんやりして 
し'!る。 

① 1 . 2m より近づいて撮影し 
ませんでしたか。 

⑨レンスび汚れていませんか。 
③カメラのブレではありませ 
んか。 

① 1 名 m 政上離れて撮影してくだ 
さし、。 

② レンスをきれいにしてください。 
通カメラをしっかり構え、シャッ 

ターボタンを静かに巧してくだ 
さし、。 

画面び暗い。 

①暗いところでのフラッシュ 
撮影で、被写体び遠すざま 
せんでしたか。 

霞フラッシュ撮影時にフラッ 
シュ発光部に指び掛かって 
いませんでしたか。 

③窓隙などの逆光撮露ではあ 
りませんでしたか。 

①規定のフラッシュ撮該範囲内で 
撮影してください。 

霞フラッシュ発光部に指を掛けな 
いでください。 

通フラッシュ撮影してください。 


アフターサービスについて 


お手持ちの製品び故障した場合には、次の要領 
でイ度理させていたださます。ご購入店または富 
±フイルムサービスステー ショ ンに直接お申し 
出ください。それな列の責は、ご容赦いただき 
ます。なお、保証、使い方などのご不明な点に 
つさましてち、表面記載①與社カメラ事業部営 
業部かお近<の富±フイルム営業所や富±フイ 
ルムサービスステーションをご利用ください。 

♦無料修理 

故障した製品についてはご購入年月曰、販売 
店名の記入された、ご購入曰より1年 iU 巧の 
保詔書び添付されている場合には、保班書に 
記載されている内容の範囲内で、無料修理さ 
せていたださます。 

* 詳しくは、保詔書に記載されている製品保 
記規定をご覧ください。 


♦有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料と 

なります。保証期間内であっても、下記のよ 

ラな場合はすべて有料とな0ます。また運賃 

諸掛かりは、お客様にてご負担願います。 

1. 修理ご巧頼の隙、保記書の提示または添 
付のないをの。 

2. 保証書にご購入年月日、販売店名び記入 
されていない場合、または記載事項び訂 
正された場さ。 

3. 富±フイルムサービスステーションがが 
で分解、修理されたもの。 

4. 火災、地震、風水害などの天がによる損 
傷、故障。 

日.お取扱上の不ミ主意（使巧説明書ががの誤 
操作、落下、衝撃、水掛かり、砂•ミ尼の 
付着、カメラ内部へのか•砂-おの入り 


込みなど）、保管上の不備（高温を湿やナ 
フタリン、しようのラの入った場所での 
保管）、お手入れの不備（かび発生など） 
により生じた故障。 

6. 前記政がで弊社の責に帰すことのでをな 
い原因により生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特 
別に依頼されたちの。 

♦修理す能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひ 
ど<、故障前の性能に復元でをないと思われ 
るちの、および部品の手当び困難なちのなど 
は修理できない場合をありますので、お近く 
の富±フイルムサービスステーションにお問 
い合わせください。 


•修理部品の保有期間 

この製品の補修巧部品は、製造巧ち切り搂己年 
を目まに保有してお0ますので、この期間中 
は原則として修理をお引を受けいたします。 
なお、部品保有期間終了後でち修理でさる場 
合もありますので、詳しくはご購入店かお近 
くの富±フイルムサービスステーションにお 
問い合わせください。 

•修理ご依頼に際してのごま意 

1 . 保証規定による修理をお申し出になる場 
合には、必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステー 
ションで、ご指定の修理箇所、故障内容 
を詳し<ご説日月<ださい。故障の状態に 
よっては、事故となったフィルムなどを 
添えてくださると修理作業の参考になり 


ま全にご使用いただくために 


♦ この製品および付属品は、写真撮影 L ソがの目的に使巧しないでください。 

♦製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご 
使用 < ださい。 

♦ この説明書はお読みになった後で、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 

A 注意 

この表おを無視して誤った取0撮いをずると、 
人び死こまたは重傷を負ラ可能性び想定され 
る内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、 
人び傷害を負ラ可能性び想定される内容、お 
よび物的損害のみの発生び想定される内容を 
のしています。 


_ 警告 

® 絶対に分辆しないでください。感電の恐れびあります。 


A 落下などにより内部び露出したときは、絶対に触れないでください。高圧回路 
びあ0感電する恐れびあ0ます。 

Jk カメラ（電池）び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとさは、た 
だちに電池を取り出してください。発火ややけどの恐れびあります（電池を取り 
出す際、やけどには十分ごを意ください)。 

へ）フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響す 
ることびあります。特に乳幼おを撮影するときは気をつけてください。 

A カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったときは、 
ただちに電池を取り出してください。発熱-発火の恐れびあります。 

引火性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの 
近くで力;ラを使用しないでください。爆発や発火-やけどの恐れびあります。 

/ K カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってスト 
ラップを首に巻き付けると、窒息する恐れびあります。 

電池の分解、加熱、火中への投入、充電、ショートは絶対にしないでください。 
破裂の恐れびあります。 

A 指定料がの電池を使わないでください。発熱-発火の恐れびあります。 

/ K 電池は乳幼児の手の届かないところに置いて<ださい。乳幼児び誤って飲み込 
む恐れびあります。万一飲み込んだ場含には、ただちに医師の診察を受けてく 
ださい。 


_ A 汪意_ 

^ カメラをめらしたり、城れた手で触ったりしないでください。感電の原因とな 
ることびおります。 

/ K 自転車や自動車■列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影を 
しないでください。交通事故などの原因となることびあります。 

/!\電池の©©を誤って装てんしないよラにご注意ください。電池の破裂、液もれ 
により、発火、けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 


a 


このマークは、安全性、衛生、環境及び消養者保裏に関する EU (欧州 
連合）の要ホ事巧を、製品が満足していることを西巧ずるちのです。 
(CE とはヨー □ ッバ認定 (Conformite Europeenne) の略） 


取扱上のお願い 


1 . カメラは精密機械ですから、水にめらしたり、落としたりしてショックを与えない 
で < ださい。 

①海辺やル雨の中などで使用するときは、水び掛からないよラにご注意ください。 

また、砂の掛かりやすいところには置かないでください。 

霞カメラケースに入っていても、落としたり、固いをのにぶつけると故障の原因に 
なります。また、振動び加わるところ（自動車のトランクなど）に放置しないでく 
ださい。 

2. 長時間お使いにな5ないときは、高温-多湿-有害ガス（タンスの中のナフタ1」ン、 
しょラのラ他）-ホコ U などの影響のかない、風通しの度いところにな管してくだ 
さし、。 

3. 閉めさった自動車の中などに長時間放置しないでください。 

4. 飛行機をご利用の隙、未現儘のフィルムやフィルムの入ったカメラは機内持ち込み 
されることをおすずめします。預け入れ荷物に入れた場合、 X 線検査でカブ U など 
の影響び出る場合びあります。 

日.レンズ、ファインダーなどび巧れたら、ブ n アープラシでホコリを化い、柔らかい 
布で軽く;をきとってください。それでを取れないときは、富±フイルムのレンズク 
U —ニンク’ペーパーにレンズク1」一ニング U キッドを少量つけて、磨く;をいてくだ 
さい。アルコール、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでください。 

目.フィルム室にホコ U びあると、フィルムを傷つけることびあります。ブ n アーブラ 
シで化って清掃してください。 

7. フィルムの装てん■取り出しは、直射日光を避けて巧ってください。 

8. この力方ラの使巧温度範囲は一巳む〜+4日むです。 

日.寒冷地では電池の性能び低下しますので、衣服の内側に入れるなどして、温めてか 
らご使用ください。なお一時のに性能の低下した電池は、常温に戻れば性能び回復 
します。 


まな仕様 


使用フィルム 
画面サイズ 
レンズ 
ファインダー 
撮穀 距離 
シャツ ター 
フ イルム 装 てん 
フィルム給送 

フラッシュ 

フイルムカウンター 


13巳 （3 巳 mm ) IZl — J レネガフィ J レム （ISO 100、20日、4日日） 
24 mm X 36 mm 

フジノンレンズ2群2枚構成 f 二 33 mm 1:8 
をガ U レオ式ファインダー日.6巳倍 
1 .2 m~oo 

機械式シャッタ ー( 1/12巳秒固定） 

手動式 

巻を上げ：手動式（巻さ上げノブによる） 

巻き戻し：手動式（巻さ戻しクランクによる） 

内蔵フラッシュ（フラッシュスイッチによる日 N /0 FF 切り替え） 

充電時間：約日秒フラッシュ発光日 K ランプ 

順算式 


電 


源 

そ 

の 

他 

大 

さ 

さ 

質量 

i (重 

さ） 


単3形アルカ U 乾電池1本 

レンズカバー開でシャッター安全ロックおよび充電安を n ック 
112.日 mmx 臣目.日 mmx 38 .日 mm (突起部除く） 

100目(電池別） 


* 仕様-性齡ま、そ告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


吗 I FUJIFILM 


富±写真光機巧ま会な 


ます。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社で 
は各部点検をはじめ品質、性能上必要と 
思われるすべての箇所を修理しますの 
で、料金び高くなることびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは 
「0000円け上は連絡してほしい」と金 
額をご指定ください。ご指定のないとき 
は1，已〇0円 1 U 内の料金で修理完了する攝 
合は修理をすすめさせていたださます。 

己.修理に関係のない付属品類は 、紛失など 
の事故を避けるため、修理品か6巧りが 
してお手ちとに保管してください。 

6. 修理のために製品を郵送される場合は、 
ご購入時の外箱などに入れてしっかり包 
装し、必ず書留小包でお送りください。 

7 .修理期間は故障内容によりをか違います 


び、厳重な調整検査を斤いますので、普 
通修理品の場合は富±フイルムサービス 
ステーションで、お預かりしてから通甫 
7〜1日日位をご予定ください。 

♦海斜旅行中の故障 
海列旅行中に故障した場合は、海列各地の富 
±フイルムミ毎がす店または富±フイルム代理 
店をご利用ください。富±フイルムミ毎が支店、 
代理店の所在地一覧表はお近くの富±フイル 
ムサービスステーションにおたずね<ださ 
し、。なお、ミ毎がでの修理は対応でさない場合 
びありますので、あらかじめご了承ください。 


雜わ貢い上げ*(占!についてのわ 
■±写 S 巧機巧まを巧 

* ただし平宙1巧3月31日壬で ttS 玉*さ I 

れ1をわせはこちらでを承ります 


31-9624 巧玉屏さいもま巧化区植竹町 1T 目324き巧 TEL(048)668-2236 



:體 ii 顧宙寶駭鸦那 S 自ミ黯ミ 

!議遞驚織驢韶科 

広 ssg 巧內 （gt 写真光#わ巧いさわせ S 括） 

福巧芭業巧巧（亩±写真光機15巧いさわせ《括） 


»±フすトサ□ン-大:巧 
広»:*±フイルムサービスステー 
«巧：*±フイルムサービスステー 
&±«-日*-巧日.年ホ年おは林»さ- 
• a を- g 古 S - 大拓：窗壬フイルム 
ただし.受け*し««のみとなり王’ 
•■±フオトサロン-東ま.ホ店は g 


〒邮日•叫02 
于 9B0 •加11 
干 1064B20 

干460•叫08_ 

干 541-0051 大巧 i 

〒732-0816広 Si..... _ __ 

マ 812-0018 福巧ホ巧ホ区は吉 3-1-1 


•ちホタワービル 
，ま S 巧エを»巧ビル 
6-35 店6産«文化センター 


〒邮 0-0002 化#ホ中*区化2を西 4.2 ん«ミ井ビ J 
干 9B0. 加11仙台市 »* 区一#町 4.6.1 化台ま一ち’ 
甲 10S- 叫22 «を都活区巧#1-9-15竹芝ビル 
于 1M-00B1* 京都中*区’—— ■ — 

干 460-0008 ちモ呈ホ中区’ 

干 541-0051 大巧市中*区’ 

干 530- 叫01大巧ホか区巧 


ミ井ビルの苗 

_ _ _ . . . .— J ま一ちホタワービル 

2 «を都活区巧#1-9-15竹芝ビル 
—京都中*区苗座 5-1 苗压ファイブ 
モ呈ホ中区果1-12-19 
. ..巧市中*区町 3.2.8 大店 S さビル 
1大巧ホが区巧田 1.9-20 大店マルビル 
于 732-0816 広 S ホち区比を山本巧 16-3S 広6産«文化センター 
一-- 8福巧ホ巧ホ区は吉 3-1-1 


日.年ホ年せ—■巧な占) aW ) BS •してちり壬す。 


干812-0018 g 


受け«しのみでず。 


TEL (011)218-5575 
TEL(022) 216-6960 
TEL (03) 3406-2387 
TEL (052)203-5262 
TEL (06) 6205-6421 
TEL(0B2) 2S0-O7SS 
TEL (092) 281-0255 


TEL (011)222-3973 
TEL (022)265-2149 
TEL 【的） 3436-1315 
TEL (阻） 3571-9411 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL(0B2) 256.3511 
TEL (092) 28148的 


フイルムのも問いをわせは… 
お客横コミュニケーシヨンセンター(月 
g± フイルムホームベージ httpWwww 





























































. フイルムを入れます 



■この使用説明書の表記について 
院：参考になる情報などの記載 
* :ま意などの記載 


各部の名称 


ジた FILM TIP マーク 


ファインダー接眼部 

Q ゴフイルム巻さ戻し 
ボタン 

フイルム 
卷さ上げノブ 

フィルム室 


スプ□ケット 


スプール’ 
電池ぶた 


フイルムカウンター 
シャッターボタンー 


-ファインダー窓 

フラッシュ発光 0 K ランプ 


撮影レンズ/ 
レンズカバー 


裏ぶた開放 
つまみ 


レンズカバー開閉つまみ 


乂トフツプ 

取り付け部 


フラッシュスイッチ 




市販のストラップをご使用になる攝をは、ストラップの強度をご確認の上、ご使用ください。 
携帯電話、 PHS 巧ストラップは軽量機器巧ですので、ご使巧の際は特にご注意ください。 





■使用ずるフイルム 
★ 3 日 mm ネガフイルム 
ISO 100、200、400 


フイルムの装てん•取り出しは、直射日光を 
避けて巧ってください。 




〇フィルム確認窓からフィルムが装て 
んされていないことを確認しまず。 
©裏ぶた開放つまみを動かしまず。 
©裏ぶたを開けまず。 

* 撮影途中のフィルムび入っているとをは絶 
対に裏ぶたを開けないでください。フィル 
ムを取り出す攝合は、「撮影途中でフィル 
ムを巧0出すには」をご参照ください。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないで<ださい。 



〇フィルム巻き戻しクランクを引き出 
しまず。 

©フイルムを入れまず。 

©フイルム巻き戻しクランクを回転さ 
せながら巧し込みまず。 



〇パト□ーネの®部を押さえながら、 
フィルムの先端を I ィ FILM " HP マー 
クまで引き出し、スプールの上にの 
せまず。 

© スプ□ケットとフィルムの穴をかみ 
合わせます。 

*バトローネの®部を押して、フィルムび浮 
を上び6ないよラにしてください。 

* フィルムの先端がスプールの上にのってい 
ることを確認してください。 

* フィルムを長く引き出しすざたときは、フィ 
ルムを一度取り出して、長さを調節してく 
ださい。 

* フィルムカウンターび誤表示されるため、 
スプ□ケットに魅らないでください。 



〇裏ぶたを閉めます。 

© レンズカバー開閉つまみを S 側に合 
わせてレンズカバーを開けます。 


* フイルム確認窓を通して、装てんしたフイ 
ルムの種類、フイルム枚数、フイルム感度 
び確認でさます。 


2. 電池を入れます 



■使用ずる電池 
女単3形アルカリ乾電池1本 
〇電地ぶたを開けまず。 
©表示に従って電池を入れまず。 
©電池ぶたを閉めます。 


*電ミ也ぶたに無巧な力を加えないで<ださい。 

* Ni - Cd 電池は使用しないでください。 

* 旅行やた<さん写真を撮られるとさは、万一の攝合に備えて予備の電池をご巧意<ださい。 

特にミ毎がでは地域によっては電池の入手び困難な場合びあります。 

* 気温びほいとさには、電池の性能び低下します。電池をポケットの中などで温めてからお使 
い < ださし、 

* フラッシュ発光 0 K ランプび点滅するまでに20秒む上かかる場合は電池を交換してくださし、。 



〇フイルムきさ上げノブを止まるまで 
回します。 

腹■フイルム普き戻しクランクが連動します。 
©シャッターを切りまず。 


フイルム巻き戻しクランクび動かない場合 
は、フイルムび送られていません。フイル 
ムを入れ直して < ださい。 


岛 三 

フイルムカウンターが 1" になるま 
で固の操作を繰り返します。 

負"冷膜 



4. さあいよいよ撮影です (晴天.屋列での撮影) 


大切な撮影（結婚式や海が旅行、業務巧途など）の前には試し撮りをして、カメラび正常に機 
能することを確認してください。 



レンズカバー開閉つまみを側に合わ 
せてレンズカバーを開けまず。 




フィルム卷き上げノブを止まるまで回 
します。 


* すでにフイルムび巻を上びつている場合は、 
フイ J レム巻き上げノブは回りません。 

両脇を締め、カメラを両手でしっかり 
構えまず。 

i ®' 織位置撮影ではフラッシュ発光部が上にく 
るように構えます。 


* レンズやフラッシュ発光部に、指やストラツ 
プび掛からないよラにして < ださい。 




〇構図びミ夫まった5、静かにシャッター 
を切りまず。 

©フィルムを巻さ上げます。 

8^フイルムカウンターび進みます。 


* 続けて撮影しない場合は、レンズカバーを 
閉めて < ださい。 


* 規定枚数な上撮影できる場合びありますび、最後のコマはプ1」ントされないことびあります。 
最後のコマを撮影するとフィルム巻を上げノブは回0ません。 


6. フィルムを取り出します/撮影途中でフィルムを取り出ずには 



ボタンを巧しなびら、フィルム卷 
き戻しクランクを時計回りに回して卷 
き戻しまず。 

歷フイルム當さ戻しクランクが軽くなった！5、 
巻を戻し完了です。 


ボタンをしっかりと押し込んでくださ 
し、巧し込みび足 D ないと巻を戻せません。 


回 



フィルムカウンターに" S " が表示され 
ていることを確認します。 



〇裏ぶた開放つまみを動かしまず。 
©裏ぶたを開けます。 


* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 



〇フイルム巻き戻しクランクを引を出 
しまず。 

©フィルムを取り出しまず。 


巻を戻したフイルムは再撮影できません。 
撮影途中でフイルムを現像に出したいとを 
が外は、022ボタンを押さないでください。 


♦カメラにフイルムが入っているときのご注意 ♦ - 

• 撮影途中のフイルムが入っているときは、絶対に裏ぶたを開けないで 
<ださい。 

途中で裏ぶたを開けると、撮影済みのフィルムが感光してしまいます。 


万一裏ぶたを開けてしまったとさは、 


〇フイルムを取り出さず、そのまま裏ぶたを閉めてください。 

©レンズカバーを開け、レンズ部を手で覆いながら数回シャッターを 
切り、未感光の部分までフイルムを送ります。 

©残りのコマは続けて撮影できます。 


.フフツシユ 撮影（室内•曇天時•日陰•夜間•逆光での撮該） 



〇フラッシュスイッチを i 側に合わせ 
まず。 

©フラッシュ発光 0 K ランプが点麻し 
たことを確認してから撮影します。 
フラッシュ充電時間は約6砂です。 

* フラッシュ発光日 K ランプび点滅するまで 
に20お>な上かかる場合は雲ミ也を交換して 
<ださい。 


フラッシュスイッチをもに合わせたまま放置すると、電池び消拜します。すぐにフラッシュ 
撮影しないときはフラッシュスイッチを戾してくださし、。 


■フラッシュ撮影範囲 
フィルム感度によってフラッシュ光の届 
く範囲が異なります。暗いところではフ 
ラッシュ撮彰範囲に注意して撮彰してく 
ださい。 


フイルム感度 

フラッシュ撮影範囲 

ISO 100 

1 .2 m 〜吕 .Om 

ISO 200 

1.吕 m 〜 3.0 m 

ISO 400 

1.吕 m 〜 4.0 m 


(カラーネガフイルム使用時) 

























































































































































































































































